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6　月　の　税　金

県　民　税（1期分）
納期限　7月1日（月）まで

7　月　の　税　金

固定資産税（2期分）
納　期16日（火）一31日（水）

◎町税の納税Iお便利で安心な口座振替でソ／

お申込み1㌔金融機関へ。

取扱金融機関は、遠賀郡農協遠賀支所、遠賀信用金庫、福岡銀行です。

◇
連
費
町
の
怠
り
◇

若
松
区
貴
船
神
社
の
緋
邁
部

五
月
二
十
日
、
若
松
区
の
寅
舶
神
社
の
お
祭
り
が
古
式
ゆ
た
か
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
地
域
の
人
々
が
家
族
の
健
康
と
農
作
業
の
安
全
、
そ
し

て
、
そ
の
年
の
豊
作
を
祈
願
し
て
数
百
年
前
か
ら
続
け
ら
れ
て
い
る

と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
区
の
若
者
達
に
担
が
れ
た
御
遷
宮
の
お
み

こ
し
は
、
蛙
が
鳴
き
は
じ
め
た
田
ん
ぼ
の
中
の
道
を
御
神
燈
を
先
頭

に
笛
や
太
鼓
の
音
と
共
に
し
す
し
寸
と
堂
塔
寺
に
向
い
ま
す
。
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おつきあいの程度で迷惑感に差。
昭和58年度に環境庁が実施したモニターアンケート「近隣綾香につ

いて」の調査結果をみると、騒音の発生者とのおっきあいの程度が

深いほど、生活編音に対する迷惑感の程度が小さくなっています。

日ごろの近所づきあいなど、円滑な地域コミュニケーションが、大

いに大切といえるでしょう。

’′これくらい〝の音でも、他人は大きな迷惑。

お互いに気をつけて、生活騒音肪止を／
生活をしていく上でやむをえない音、自分には快い音でも、他人に

は不快な「騒音」としてとらえられてしまう場合があります。例え

ば、聴いている本人は楽しく快Llステレオも、ご近所には、ただの

騒音、ピアノのレッスンも弾いている本人は懸命でも、他の人には

がまんのならない音になることもあります。

こうした状況を一人一人がよく認識し、日ごろから生活騒音の防止

に努めたいものです。

こんなことに、心あたりがありますか？ 深夜、早朝に長時間　一〇8－ アイドノンクをする。 �S �NO 

寝る前Iこ端などの　綴・．：i筋 水を流している。　　〟 � � 

難結語繁り降り読経／ � � 
夜あそくまでiこぎゃがIこ「鼠 � � 
ゲームなどをすることが多い。 

悲話蓄怒る。Iれ 　　　彊′寧 � � 

課業誓窓を0憂務 � � 

諾駕結語闘／）％／姦 　　l � � 
洗濯機のモづ－の　く享受速ミ 音が大きい。 � � 

諾課業護とがない。，誇 　　　　　∴ � � 

誌詰寄った琶慈鎮 　　　∵－ヽ－ � � 

あなたも工夫してみましょう。

深夜、早朝は、
アイドノンクも最小限に。
燃費の節約にもなります。

深夜は、風呂、台所などできるだけ
排水しないようにしましよう。

階段の駆け昇り、趣け下りは
や）めましよう。
お子さんIこも日頃から注意を。

窓やドアをしめるなど、工夫しましよう。
可能な限り気くぼりを。

深夜、早朝は特iこボリュームを
しぼって。ヘッドホーンなどの
利用も気軽に行いましょう。

乱暴な開け閉めをやめましよう。
特に早朝、深夜は気をつけて。

運動不足、不規則な食事などが
原因Iこなることもあります。
愛情をもって世話をしましよう。

低騒音の機種を選んだり、
授産掲所に注意したりしましよう。

窓やドアを閉める、ピアノの向きを
変える、隣室に移す、防音装置…など
の対策を。弾く時間も考えて。

低騒音機種を選び、また毅置場所も
よく考え、できれば深夜の
使用は控えましょう。
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10月1日に（お約4回日の国勢調査が全国い

っせいに行われます。国や菰道府県、市町村

などのこれからの行政を考えていく上で、大

切な資料となるものです。9月下旬から10月

上旬にかけて謁査昌がお伺いします。ぜひ、

積極的なこ能力を。

餅へのハ四四℡）ヽ．
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籍
－
“
喜
連
冒
■
水
上
カ
ー
“
－
パ
ル

イ
カ
ダ
競
争
の
実
施

今
年
は
合
計
脚
艇
募
集

昨
年
、
町
制
二
十
周
年
記
念
行
事
の
一
つ

と
し
て
実
施
し
ま
し
た
「
イ
カ
ダ
競
争
」
は

町
内
外
の
大
き
な
反
槌
を
呼
び
、
町
の
伝
統

行
事
と
し
て
本
年
は
次
の
と
お
り
開
催
い
た

し
ま
す
の
で
、
謡
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
　
時
　
8
月
1
8
日
（
日
）

7
時
5
0
分
受
付

9
時
0
0
分
競
技
開
始

▽
場
所
遥
賀
川
イ
カ
夕
顔
蕎
設
会
場
謎

方
式
で
三
百
メ
ー
ト
ル
コ
ー
ス
で
韻
う

。
ア
イ
デ
ア
部
門
　
四
百
メ
ー
ト
ル
を
選

定
し
、
そ
の
間
審
査
す
る
。

＄
　
簡
年
の
イ
カ
ダ
競
争

▽
主
　
催
　
遠
賀
町
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会

▽
後
∴
媛
　
遠
賀
町
、
遠
賀
町
教
育
委
員
会

西
日
本
新
聞
社
、
テ
レ
ビ
西
日

本

▽
選
手
資
格
中
学
校
卒
業
以
上
の
男
女

▽
競
靂
目

。
町
内
各
区
対
抗
戦
各
区
一
艇
の
計
二

十
二
艇

。
オ
ー
プ
ン
戦
　
町
内
外
自
由
参
加

の
馨
艇
　
三
十
九
艇

の
ア
イ
デ
ア
艇
　
三
十
九
艇

以
上
合
計
一
〇
〇
挺

▽
韻
糞
力
法

・
塞
蔀
門
　
パ
ー
ト
別
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

▽
チ
ー
ム
の
編
成
監
督
一
名
、
選
手
玉
名

補
欠
二
名
の
計
人
名
と
し
、
監
督
は
選
手

を
兼
ね
る
こ
と
が
で
き
る
。

▽
イ
カ
ダ
の
基
準
及
び
推
進
の
方
法

o
大
き
さ
　
三
㍍
×
七
㍍
以
内
と
す
る

。
材
　
質
　
自
由
と
す
る

・
推
進
の
道
具
　
カ
イ
（
他
は
不
可
）

・
イ
カ
ダ
は
、
安
全
で
完
走
で
き
る
も
の

で
、
け
ん
引
ロ
ー
プ
五
メ
ー
ト
ル
以
上

を
つ
け
る
こ
と

▽
禁
止
奉
項

。
推
進
の
た
め
の
水
切
り
及
び
装
置
を
つ

け
る
こ
と

。
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
で
艇
の
底
を
包
む
こ
と

。
風
力
を
も
っ
て
推
進
す
る
こ
と

た
だ
し
、
ア
イ
デ
ア
艇
は
自
由

▽
賞
な
ど

o
参
加
賞
各
出
場
チ
ー
ム
一
艇
に
つ
き

二
万
円

。
賞
金
一
位
は
三
万
円
、
二
億
二
万
円

三
位
か
ら
五
位
ま
で
一
万
円

・
ア
イ
デ
ア
賞
十
五
位
ま
で
賞
金
五
千

円

▽
申
込
受
付
期
間
　
1
月
5
日
～
7
月
2
5
日

申
込
多
数
の
場
合
は
、
先
着
順

そ
の
他
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
夏
ま
つ
り

実
行
委
員
会
憂
局
＾
馨
蛮
風
会
社

会
整
骨
課
内
＞
　
舘
（
2
9
3
）
1
3

5
5
へ
ど
う
ぞ
。

国
勢
調
査
の
調
査
員
を
集
集
し
ま
す

こ
の
調
査
は
、
町
内
の
全
世
帯
を
調
査
員

が
訪
問
し
て
世
帯
の
状
況
を
把
握
す
る
実
杏

の
方
法
で
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
「
調

査
員
」
を
次
の
と
お
り
薬
し
ま
す
。

▽
調
査
員
の
要
件

①
年
令
は
2
0
歳
以
上
6
5
襲
蒲
の
人

⑤
秘
密
を
厳
守
で
き
る
人

⑤
調
査
に
専
念
で
き
、
熱
意
の
あ
る
人

▽
調
査
員
の
身
分
　
任
命
期
間
中
は
、
国
家

公
務
員
の
特
別
職
に
該
当
し
ま
す

▽
調
査
期
日
　
昭
和
0
0
年
ュ
0
月
1
日
現
在

▽
調
査
員
手
当
　
国
の
決
定
額
に
基
づ
き
、

一
調
査
区
二
万
円
か
ら
三
万
円
程
度

▽
調
査
地
区
尾
崎
、
鬼
津
、
若
松
、
英

別
府
、
今
古
賀
、
上
別
府
、
旧
侍
、
虫
生
津

▽
募
集
人
員
　
二
十
名
程
度

▽
申
込
方
法
市
販
の
履
歴
黄
写
真
不
要
）

に
記
入
し
、
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ

さ
い

▽
申
込
期
間
　
6
月
2
5
日
－
7
月
6
日

平
　
日
　
8
時
0
0
分
～
1
7
時

土
曜
日
　
8
時
0
0
分
～
正
午

▽
申
込
先
役
場
企
画
調
整
課
企
画
調
整
係

調
査
員
の
任
命
は
、
選
考
の
う
え
後
日
連

絡
し
ま
す
。



7 7 〉踏切では安全確認を 

〉 〉 

l県）で起こった踏切事故や線路への筒石などの鉄 〉 

〉 

〉　また・踏切通における自動車などとの西牧は192 
I件で、その内100件が安全を確認しなかったために 

！起こり、47件が警報讐幾が鳴っているのに無理に渡 

；ろづとして起こっています。 

鉄道部故は、他の交通面故に比べ死亡率が高く、 

；また命を取り止めでも頭皮傷害となる可能怪が強 
【く、事故を起こした本人はもとより家族全体にも 

1不幸をもたらす結果となります。踏切での無理な 

；横断は絶対に止めましょう。 

恒
例
の
盆
踊
り
請
習
会
を
開
き
ま
す
の

で
、
各
地
区
多
数
の
季
加
を
お
願
い
し
ま

す。▽
日
　
時
　
7
月
1
3
日
（
土
）

1
8
時
5
0
分
～
2
0
時
0
0
分

▽
場
所
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

▽
曲
目
・
デ
カ
ン
シ
ョ
節

。
草
津
節

・
浜
お
け
さ

▽
指
導
芙
舞
踊
団

第
付
回
青
少
年
音
楽
祭

▽
日
　
時
　
7
月
4
日
（
木
）

1
8
時
5
0
分
～

▽
場
　
所
　
福
岡
郵
便
貯
金
ホ
ー
ル

▽
出
演
J
M
J
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
・
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
（
九
大
、
九
州
芸
工

大
、
西
南
大
、
福
大
、
教
育
大

の
五
大
学
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
）

▽
曲
　
目
・
歌
劇
ロ
ー
ユ
ン
グ
リ
ー
ン

。
交
響
詩
ロ
ー
マ
の
噴
水
　
他

な
お
、
こ
の
音
楽
祭
に
東
和
苑
の
奥
野
か

お
り
さ
ん
が
ピ
ア
ノ
演
奏
者
と
し
て
出
演
さ

れ
ま
す
。
チ
ケ
ッ
ト
な
ど
の
お
問
合
せ
は
、

奥
野
澄
子
＄
（
2
9
3
）
4
2
4
4
へ
。

香
　
典
　
返
　
し

次
の
方
々
か
ら
、
遠
賀
町
社
会
福
祉
協
議

会
に
こ
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

心
か
ら
故
人
の
こ
冥
福
を
お
祈
り
し
、
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

故
田
中
チ
ヨ
ノ
様

（
木
　
守
）
田
中
　
義
様

故
太
田
　
繋
観
桜
（
木
　
守
）
太
田
勝
美
様

故
水
上
伊
三
二
様

（
広
　
渡
）
水
上
登
憲
夫
様

故
柴
田
　
イ
ワ
様

（
広
　
漠
）
柴
田
　
盛
彦
様

故
荒
井
雅
夫
様

（
木
　
守
）
荒
井
弥
三
郎
様

故
石
校
　
四
郎
様
（
上
別
府
）
石
松
　
太
郎
様

故
篠
原
国
夫
様

（
木
　
守
）
篠
原
シ
ズ
ヱ
様

改
廃
坂
　
正
文
様
（
八
幡
西
区
）
霞
坂
由
紀
代
様

牧
田
中
　
信
男
様
（
浅
　
木
）
田
串
　
澄
子
様

鯉
　
の
　
ぼ
　
り

金
峰
カ
ズ
エ
様
（
若
　
松
）

柴
田
晴
着
様
（
広
　
漠
）

宮
本
室
造
様
（
東
和
尊

徳
王
　
和
之
様
（
広
渡
）

大
山
　
竹
明
様
（
虫
生
津
）

登
記
印
紙
で
登
記
関
係
手
数
料
の
納
付
を

七
月
一
日
か
ら
、
不
動
産
謹
聴
簿
や
商
業

・
法
人
登
記
簿
な
ど
の
謄
抄
杢
父
付
、
閲

覧
、
証
明
お
よ
び
抵
当
証
券
交
付
な
ど
の
申

請
に
要
す
る
手
数
料
や
確
定
日
付
手
数
料

は
、
従
来
の
よ
う
に
「
収
入
印
紙
」
で
は
な

く
、
「
登
記
印
紙
」
で
納
め
て
い
た
だ
く
こ

と
と
な
り
ま
す
。

こ
の
登
記
印
紙
は
、
七
月
一
日
か
ら
全
国

の
集
配
郵
便
局
や
登
記
所
最
寄
り
の
郵
便
局

印
紙
売
り
さ
ば
き
所
で
販
売
さ
れ
、
百
円
、

二
百
円
、
四
百
円
、
千
四
、
五
千
円
の
五
種

類
で
す
。

こ
の
登
記
印
紙
は
、
登
記
簿
の
謄
抄
本
な

ど
の
手
数
料
を
納
付
す
る
場
合
だ
け
に
使
用

す
る
も
の
で
あ
り
、
売
買
や
相
続
な
ど
に
よ

る
所
得
橙
移
転
、
抵
当
横
設
定
、
会
社
の
設

立
、
取
締
役
な
ど
の
変
更
の
登
記
の
申
請
の

際
納
付
す
る
登
録
免
許
税
は
、
こ
れ
ま
で
ど

お
り
収
入
印
紙
で
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す

な
お
、
登
記
簿
の
謄
抄
本
、
閲
覧
、
証
明

の
手
数
料
が
七
月
一
日
か
ら
改
定
さ
れ
ま
す

詳
細
に
つ
い
て
は
、
福
岡
法
務
局
水
巻
出

張
所
　
＄
（
2
0
1
）
2
5
5
8
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。



第365号（5）塵⑱筋の

▽
日

時

▽　　　▽

完慧

児童図書
・水木しけるのあの世の事典（3冊）　　東京堂出版
・第三十一回青少年読書感想文全国コンクール課題図書

全14的
・藤村の童話（全4冊）島崎藤村著　　　　　筑摩書房
・カラーイラスト世界の生活史全23巻　　　東京書籍
・紙しぼい、ちいさし＼モモちゃんシリーズ　7巻
一触図書

・国宝大事典
・英米文学辞典
・反対霊大辞典
・松田道雄の本（全16巷）
・ドカペン浪花の若大将　香川伸行善
・挙擾なるこの一球　定岡正二善
・登校拒否の子
・女は三度老いを生きる　高原須美子著
・優しい対話　落合恵子著

忙しい日々ですが、ほんのひととき、お母さんが子どもに
本を読んであげるその心の交流がたいせつだと思います。

地
区
公
民
館

運
営
委
員
研
修
会

7
月
1
2
日
（
金
）

ュ
9
時
～
紳
時

▽
場
所
中
天
公
民
館
講
義
室

▽
主
催
整
墓
貴
会

▽
内
容
・
講
話
基
愚
団
体
と
い
か
に
か

か
わ
り
を
持
ち
な
が
ら
公
民
館

活
動
を
進
め
て
ゆ
く
か
L

o
震

▽
誰
師
広
川
町
英
公
民
館

轟
太
郎
館
長

遠
賀
町
長
林
争
奪

七
夕
祭
ゴ
ル
フ
大
会

▽
目
　
時
　
1
月
9
日
（
火
）

8
時
ス
タ
ー
ト

▽
揖
所
琵
亮
チ
サ
ン
c
c
＜
遠
賀
＞

玄
海
、
筑
紫
コ
ー
ス

▽
参
加
資
格
　
ア
マ
チ
ュ
ア
ゴ
ル
フ
ァ
ー
な

ら
メ
ン
バ
ー
、
ビ
ジ
タ
ー
を
問

わ
ず
参
加
で
き
ま
す

▽
鯵
加
科
　
二
千
円
（
当
日
の
プ
レ
ー
料
金

は
町
内
在
住
、
在
勤
者
は
メ
ン

バ
ー
料
金
、
一
般
は
優
待
料

金）

県
が
発
注
す
る
物
品
の

入
札
参
加
者
を
受
付

▽
自
警
の
受
付

o
目
時
　
1
月
1
日
～
7
月
3
1
日

・
場
所
県
庁
行
政
棟
地
下
三
号
会
議
室

▽
申
請
用
紙
の
配
付

六
月
一
日
か
ら
、
政
府
型
揚
旧
帯
向

サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
ま
た
は
政
府

製
揚
北
九
州
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
北
九
州
市
役
所
内
）
一
部
三
百
円

洋
紙
は
、
県
総
務
部
管
財
課
調
達
係

衝
0
9
2
（
6
5
1
）
1
1
1
1
へ
ど
う
ぞ
。

ぱ
く
は
、
諒
善
が

と
て
も
好
き
で
す
。

そ
の
理
由
は
、
二
つ

あ
り
ま
す
。

一
つ
は
、
登
場
人

物
の
気
分
に
な
っ
て

物
語
の
由
に
入
っ
て

い
け
る
こ
と
で
す
。

「
こ
の
人
は
、
こ
う

い
う
理
由
で
こ
う
動

い
た
ん
だ
な
」
。

と
、
話
の
世
界
に
自

分
も
い
っ
し
ょ
に
い

m
H
S
P
（
全
員
キ
ャ
ロ
ウ

ェ
イ
方
式
）

能
舞
チ
サ
ン
c
c
　
禽
（
2
9

3
）
2
4
1
1

る
よ
う
で
す
。

も
う
一
つ
は
、
作
者
の
気
持
ち
に
な
っ
て

読
め
る
こ
と
で
す
。
作
者
が
何
を
考
え
て
書

い
て
い
る
か
な
ど
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

具
体
的
な
理
由
は
、
こ
の
二
つ
で
す
が
、

他
に
も
理
由
が
あ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

た
と
え
ば
、
読
ん
で
い
く
う
ち
に
い
ろ
い
ろ

な
で
き
こ
と
が
お
こ
り
、
ド
キ
ド
キ
し
て
し

ま
う
。
こ
れ
も
理
由
の
一
つ
か
も
し
れ
ま
せ

ん。
今
ぼ
く
は
、
怪
人
二
十
面
相
の
全
集
を
よ

く
読
ん
で
い
ま
す
。
一
語
こ
と
に
面
白
い
ト

リ
ッ
ク
や
ス
リ
ル
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
江
戸

川
乱
歩
は
す
ご
い
人
だ
な
あ
と
び
っ
く
り
し

ま
す
。
二
十
面
相
の
全
集
は
、
ま
だ
た
く
さ

ん
あ
る
の
で
楽
し
み
で
す
が
、
他
の
本
も
た

く
さ
ん
読
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

翻
閣
圏
圏
園
V

河
中
指
喜
　
連

廃
綾
の
ニ
ュ
ー
ス
伝
わ
る
こ
の
駅
の
人
な
き

ホ
ー
ム
に
つ
つ
じ
咲
き
い
つ
　
高
崎
佳
子

束
の
間
を
燃
え
て
咲
き
い
る
牡
丹
花
朱
極
ま

り
て
朝
の
日
に
映
ゆ
　
　
　
白
石
敏
子

野
も
中
豊
暴
藁
に
つ
つ
ま
れ
て
そ
よ
吹

く
風
に
峨
は
た
め
く
　
　
　
福
田
か
め
の

柱
時
計
母
よ
り
受
け
て
三
十
毎
今
も
確
か
な

時
を
刻
め
り
　
　
　
　
　
大
場
ト
シ
ミ

山
峡
の
洞
に
お
わ
す
野
仏
を
拝
め
ば
烏
も
し

き
り
鳴
る
　
　
　
　
　
　
言
開
　
録
郎
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繭露艶灘醗渉

田園閏
「見事な花にうっと。－にぎわ　っ　たサ　ツ　手の展示会

5月31日から6月2日の三日間、中央公民館ホールで、今年

も遠賀町サツキ愛好会のみなさんが手塩にかけたサツキ約200

点が展示され、犬；＜さんの見物人でにぎわいました。

撥＼塞 く i 

＼ごi‾懸譲　　謡 ／／貢　　　　ノ／ し十三、 

「元

気
い
　
っ
　
ぱ
　
い
走
れ
／

島

門

小

学

校

で

校

内

リ

レ

ー

大

会

五
月
三
十
日
、
島
門
小
学
校
で
一
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
全
員
が
参
加
し
て
の
恒

例
の
校
内
リ
レ
ー
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

個
人
の
努
力
と
チ
ー
ム
の
連
帯
が
優
勝
に
結
び
つ
く
こ
の
リ
レ
ー
大
会
、
一
カ
月

前
か
ら
児
望
遠
は
練
習
を
つ
ん
で
き
て
お
り
、
当
日
た
く
さ
ん
の
お
父
さ
ん
、
お
母

さ
ん
が
わ
が
子
の
元
気
い
っ
ぱ
い
の
力
走
に
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

人
権
の
め
ば
え
と

た
か
ま
り
H

日
本
で
江
戸
幕
府
が
成

立
し
、
将
軍
の
力
が
強
く

な
ろ
う
と
し
て
い
た
こ

ろ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
ぐ

に
で
も
、
国
王
の
極
力
が
こ
れ
ま
で
に
な
く

強
く
な
り
ま
し
た
。
国
王
は
、
有
能
な
役
人

や
、
強
い
軍
隊
の
力
を
活
用
し
て
、
絶
対
的

と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
の
権
力
を
ふ
る
う
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
思
い
の
ま
ま
に
政

治
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
し
た
。

イ
ギ
リ
ス
で
は
、
十
六
世
紀
の
後
半
に
、

女
王
エ
リ
ザ
ベ
ス
一
世
が
あ
ら
わ
れ
て
、
ス

ペ
イ
ン
の
無
敵
艦
隊
を
や
ぶ
っ
て
、
海
外
に

の
り
出
し
て
い
く
き
っ
か
け
を
つ
か
み
、
ア

ジ
ア
や
ア
メ
リ
カ
に
植
民
地
を
ひ
ろ
め
る
も

と
い
を
き
ず
い
た
の
で
す
。

こ
れ
に
対
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
十
七

世
紀
の
後
半
に
、
国
王
の
ル
イ
十
四
世
が
で

て
、
王
権
の
最
も
さ
か
ん
な
襲
む
か

え
、
こ
の
国
も
ま
た
、
ア
ジ
ア
や
ア
メ
リ
カ

に
多
く
の
栢
民
地
を
つ
く
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
国
王
を
串
心
と
す
る
強
力
な
王

政
は
、
そ
の
も
と
で
商
・
工
業
が
発
展
す

る
に
つ
れ
て
、
や
が
て
下
か
ら
も
り
上
が
っ

て
く
る
人
民
の
利
益
圭
口
わ
な
く
な
り
ま
し

た。
そ
こ
で
、
人
民
は
王
政
を
た
お
し
て
、
政

治
や
社
会
の
民
主
化
を
お
し
す
ず
め
よ
う
と

す
る
気
運
を
も
り
た
て
て
い
き
幸
美
。

特
に
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
ル
イ
十
四
世
が
領

土
を
ひ
ろ
け
る
た
め
に
戦
争
を
く
り
か
え

し
、
ま
た
、
ベ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
を
た
て
て
ぜ

い
た
く
な
く
ら
し
を
し
た
た
め
、
財
政
難
に

お
ち
い
り
、
国
民
の
不
満
か
つ
の
り
ま
し
た
。

一
七
八
九
年
、
フ
ラ
ン
ス
国
王
ル
イ
十
六

世
は
、
ゆ
き
づ
ま
っ
た
財
政
を
た
て
な
お
そ

う
と
し
て
、
身
分
別
（
貴
族
・
個
り
ょ
・
平

民
）
の
韻
会
を
開
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
平
民
部
会
の
議
会
は
、
平
民
こ

そ
国
民
の
中
心
で
あ
る
と
主
張
し
て
、
新
し

く
国
民
議
会
を
つ
く
り
ま
し
た
。
国
王
は
、

こ
の
よ
う
な
改
革
の
動
き
を
武
力
で
お
さ
え

よ
う
と
し
た
の
で
、
い
き
と
お
っ
た
パ
リ
の

民
衆
は
、
七
月
十
四
日
、
市
内
の
中
心
部
に

あ
っ
て
強
大
な
王
権
の
象
徴
と
さ
れ
て
い
た

バ
ス
チ
ー
ユ
の
監
獄
を
お
そ
い
ま
し
た
。

こ
う
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
が
は
じ
ま

り
、
革
命
が
全
国
に
ひ
ろ
が
る
な
か
で
、
国

民
綾
会
は
、
世
界
史
上
で
最
初
の
「
人
格
宣

言
」
を
発
表
し
て
、
人
間
は
す
べ
て
自
由
と

平
等
の
権
利
を
も
ち
、
政
治
を
行
う
権
利
は

国
民
に
あ
る
こ
と
な
ど
を
新
し
い
社
会
の
原

理
と
し
て
朗
ら
か
に
し
ま
し
た
。
い
ま
か

ら
、
お
よ
そ
二
百
年
ぐ
ら
い
衰
え
の
こ
と
で

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
（
つ
つ
く
）



〉 〉 〉踏切では安全確認を 

7 7 〉 

〉 

上道妨書が586件、その中で23名の尊い人命が失わ 〉 

〉 

；　また・踏切道における自動車などとの専政は192 

！件で、その内100件が安全を確認しなかったために 

！起こり、47件が暫報旗が鳴っているのに無理に渡 

；ろうとしで貴国こっています。 
）　鉄道部故は、他の交通謡故に比べ死亡率が高く、 

〉　また命を取り止めでも重度傷害となる可能性が強 
【く、事故を起こした本人はもとより家族全体にも 

！不幸をもたらす結果となります。踏切での無理な 

！横断は絶対に止めましょう。 

恒
例
の
盆
踊
り
諾
習
会
を
開
き
ま
す
の

で
、
各
地
区
多
数
の
参
加
を
お
願
い
し
ま

す。▽
目
　
時
　
7
月
ュ
3
日
（
土
）

1
8
時
5
0
分
～
2
0
時
0
0
分

▽
場
　
所
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

▽
曲
　
目
・
デ
カ
ン
シ
ョ
節

。
草
津
節

・
浜
お
け
さ

▽
指
　
導
　
英
舞
踊
団

第
付
回
青
少
年
音
楽
祭

▽
目
　
時
　
1
月
4
日
（
木
）

ュ
8
時
5
0
分
～

▽
場
　
所
　
福
岡
郵
便
貯
金
ホ
ー
ル

▽
出
　
演
　
J
M
J
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
・
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
（
九
大
、
九
州
芸
工

大
、
西
南
大
、
福
大
、
教
育
大

の
五
大
学
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
）

▽
曲
　
目
。
歌
劇
ロ
ー
ユ
ン
グ
リ
ー
ン

・
交
響
詩
ロ
ー
マ
の
噴
水
　
他

な
お
、
こ
の
音
楽
祭
に
東
和
苑
の
奥
野
か

お
り
さ
ん
が
ピ
ア
ノ
演
奏
者
と
し
て
出
演
さ

れ
ま
す
。
チ
ケ
ッ
ト
な
ど
の
お
聞
合
せ
は
、

奥
野
澄
子
　
舗
（
2
9
3
）
1
2
4
4
へ
。

香
　
典
　
返
　
し

次
の
方
々
か
ら
、
遠
賀
町
社
会
福
祉
協
讃

会
に
こ
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

心
か
ら
故
人
の
こ
冥
福
を
お
祈
り
し
、
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

故
田
中
チ
ヨ
ノ
様

（
木
　
守
）
田
中
　
哲
雄
横

地
英
田
籍
態
（
木
守
）
太
田
　
勝
美
様

故
水
上
伊
一
三
轟

（
広
　
漠
）
水
上
登
憲
夫
様

故
柴
田
　
イ
ワ
様

（
広
　
渡
）
柴
田
　
盛
産
様

故
荒
井
　
雅
夫
様

（
木
　
守
）
荒
井
弥
三
郎
様

故
石
松
　
四
郎
様
（
上
別
府
）
石
極
　
太
郎
様

故
篠
原
　
国
夫
様

（
木
　
守
）
篠
原
シ
ズ
王
様

故
登
坂
　
正
文
様
（
八
幡
西
区
）
農
技
由
紀
代
様

故
国
中
　
信
男
様
（
浅
　
木
）
田
中
　
澄
子
様

鯉
　
の
　
ぼ
　
り

金
崎
カ
ズ
エ
様
（
若
松
）

柴
田
　
晴
善
様
（
広
　
漠
）

宮
本
　
豊
造
様
（
東
和
苑
）

街
王
　
和
之
様
（
広
　
渡
）

大
山
　
竹
明
様
（
虫
生
津
）

登
記
印
紙
で
登
記
関
係
手
数
料
の
納
付
を

七
月
一
日
か
ら
、
不
軌
麗
登
記
簿
や
商
業

・
法
人
登
範
簿
な
ど
の
謄
抄
本
交
付
、
閲

覧
、
証
明
お
よ
び
抵
当
証
券
交
付
な
ど
の
申

請
に
要
す
る
手
数
科
や
確
定
目
付
手
数
料

は
、
従
来
の
よ
う
に
「
収
入
印
紙
」
で
は
な

く
、
「
登
記
印
紙
」
で
納
め
て
い
た
だ
く
こ

と
と
な
り
ま
す
。

こ
の
登
記
印
紙
は
、
七
月
一
日
か
ら
全
国

の
集
配
郵
便
局
や
登
記
所
最
寄
り
の
郵
便
局

印
紙
売
り
さ
ば
き
所
で
販
売
さ
れ
、
百
円
、

二
百
四
、
四
百
円
、
千
円
、
五
千
円
の
五
誼

類
で
す
。

こ
の
登
記
印
紙
は
、
澄
話
語
の
謄
抄
本
な

ど
の
手
数
料
を
納
付
す
る
場
合
だ
け
に
使
用

す
る
も
の
で
あ
り
、
売
買
や
相
続
な
ど
に
よ

る
所
得
額
移
転
、
抵
当
権
設
定
、
会
社
の
設

立
、
取
締
役
な
ど
の
変
更
の
竃
記
の
申
請
の

際
納
付
す
る
登
録
免
訴
説
は
、
こ
れ
ま
で
ど

お
り
収
入
印
紙
で
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す

な
お
、
登
寵
簿
の
謄
抄
本
、
閲
艶
、
証
明

の
手
数
料
が
七
月
一
日
か
ら
改
定
さ
れ
ま
す

詳
細
に
つ
い
て
は
、
福
岡
法
務
局
水
巻
出

張
所
　
舘
（
2
0
1
）
2
5
5
8
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。
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麗／議黒 
躍 �響一・闘圏 　　がたい 　いでをせ”狂好 　oく出つ白わ杏 

だ　さ　た　い　す　心 

7月のゴミ収集予定衰

匪手玉 �パック、残飯類、新関、雑鰭、布 きれなど 

月隠日と木曜日 �島津　若松　鬼津　屋崎　千代丸 

1日、4日、8日 �広渡、道宮、松ノ木、上別府、虫 

生津、若葉台、芙蓉、東町、西町 
2日、25日、29日 �老良 

火曜日と金曜日 �別府、今古賀、遠賀川、新町、旧 

2日、5日、9日 � 

3日、26日、30日 �広漠の一部、上別府の一部 

7月のし尿収集予定暴
楽日 �i大型車収鯛区 �小型車収集地区 

1（月） �西町、浅木の一部 �尾崎、若松 

2（火） �東町 �広漠、虫生津、上別府（花園） 

3（水） �虫生津（新屋敬を含む）、東町 �広渡、別府、木守、老良 

4（木） �虫生津、木守 � 

5（金） �月2回収集家庭 �月2回収集家庭 

12（金） �旧伴、鬼津、若松 � 

13（土） �旧停 �別府、上別府（商家） 

15（月） �遠賀川 � 

16（火） �遠賀川 � 

17（水） �遠賀Iii、新町 � 

18（木） �新町 � 

19（金） �新町、広漠（中年田） �鬼津 

0（土） �月2回収集家庭 �月2回収集家庭 

2（月） �新町、ユニード前通り一部 �別府、鬼津（小鳥掛）、千代 

3（火） �別府（高瀬）、鬼津、若松 � 

4（水） 5（木） �新町、別府 � 

上別府、浅木、虫生津、 今古賀、尾崎 � 

（金） �別府 � 

7（土） �尾崎 � 

9（月） �浅木 �鬼津、松ノ本、若松、道官 

30（火） �浅木 �老良 

1（水） �若紫台、造言、蛍塔寺、 上別府 �浅木、鬼津（小鳥掛）、尾崎 

〝
党
せ
い
剤
犯
罪
∵
が
年
々
増

え
て
い
ま
す
。
昨
年
は
三
万
七
千

二
百
六
十
件
発
生
し
、
二
万
四
千

二
十
二
人
が
検
挙
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
四
十
五
年
か
ら
の
第
二
次
覚

せ
い
剤
乱
用
時
代
始
ま
っ
て
以
来

の
記
録
で
す
。
し
か
し
、
年
間
の

検
挙
人
員
は
氷
山
の
一
角
に
過
ぎ

ず
、
現
在
少
な
く
と
も
数
十
万
人

の
潜
在
乱
用
者
が
い
る
と
見
ら

甘
い
誘
い
が

あ
な
た
を

狙
っ
て
い
る

覚
せ
い
剤
を
有
力
な
資
金
源
に
し
て
い
る

暴
力
団
は
、
巧
妙
な
手
口
で
一
壁
町
民
に
近

づ
き
．
覚
せ
い
剤
中
毒
者
．
を
つ
く
り
出
そ

ろ
と
し
て
い
ま
す
。

銘
せ
い
剤
へ
の
誘
い
文
句
は
人
々
に
警
戒

心
を
起
こ
さ
せ
な
い
よ
う
に
「
援
労
回
復
に

効
く
」
嘉
霜
剤
」
「
痛
み
止
め
」
「
や
せ

薬
」
な
ど
と
い
っ
た
．
か
く
れ
み
の
．
を
蕃

て
い
ま
す
。
時
に
は
、
た
だ
で
一
、
二
回
琵

せ
い
剤
を
打
っ
て
中
毒
者
に
し
て
し
ま
う
、

と
い
う
嘉
い
手
段
を
用
い
る
こ
と
も
あ
り

ます。覚
せ
い
剤
を
す
す
め
る
人
間
も
、
暴
力
団

が
宿
接
、
前
面
に
出
て
く
る
こ
と
は
ま
す
あ

り
ま
せ
ん
。
複
雑
な
ル
ー
ト
を
使
い
職
場
仲

間
や
遊
び
友
達
、
団
地
の
奥
さ
ん
同
士
、
セ

ー
ル
ス
マ
ン
な
ど
、
こ
く
身
近
な
人
か
ら
、

さ
り
げ
な
く
勧
め
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う

です。普
通
の
生
活
を
し
て
い
る
人
に
は
関
係
な

い
と
思
わ
れ
が
ち
な
覚
せ
い
剤
で
す
が
、
あ

な
た
の
心
の
ス
羊
を
狙
い
、
手
ぐ
す
ね
を
引

い
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
く
れ
ぐ
れ

も
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。



おっきあいの程度で迷惑感に差。
昭和58年度に環境庁が実施したモニターアンケート「近隣騒音につ

いて」の調査結果をみると、騒音の発生者とのおっきあいの程度が

深いほど生活騒音に対する迷惑感の程度が小さくなっています。

日ごろの近所づきあいなど、円滑な地域コミュニケーションが、大

いに大切といえるでしょう。

〟これくらい〝の音でも、他人は大きな迷惑。

お互いに気をつけて、生活騒音防止を！
生活をしていく上でやむをえない音、自分には快い音でも、他人に

は不快な「騒音」としてとらえられてしまう場合があります。例え

ば、聴いている本人は楽しく快いステレオも、こ近所には、ただの

騒音、ピアノのレッスンも弾いている本人は懸命でも、他の人には

がまんのならなし＼音になることもあります。

こうした状況を一人一人がよく認識し、日ごろから生活蟹音の防止

に努めたいものです。

こんなことIこ、心あたりがありますか？ �S �NO 

業繕護繋葉り降り読経／ � � 
夜あそくまで（こきやかに　隔． � � 
ゲームなどをすることが多い。 

莞嘉諸謀る吉聾高 　　　書′精 　　le � � 

誤ア撥。謬 � � 
謙器駕諾嗣須／詰 　1 誤誌ターの識遷÷ � � 

議誌砦掌とがない。i憂 � � 

懇話蕎った騒轢 　　　∴一＼ � � 



祭505号　　　　　　　　　　　　　　　住田西の餅（10）
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鵬の遠賀調整要語着京上

日 �鴫 �行∴∴夢　内　容 �時　　間 �実施会場 �担当係名 �目的や主な対象などi詳　細 

1 �月 �定　例　区　長　会 �13：30－ �役場 第2会議室 �企画調整係 �各区長　　i 

2 �火 �妊　　婦　　相　　談 �9：30・－ �役場保健室 �保健衛生係 �母子手帳交付 11時30分終了予定 �7ページ 

家庭教育学級③ � �中央公民館 �社会教育係 �家庭教育学級生I 　　　l 

5 �金 �乳　幼　児　学　級 � �遠賀川保育園 �社会教育係 �乳幼児学級生 � 

同和問題研修会 �14：00－ �中央公民館 �社会教育係 �評議貝 17時終了予定 � 

6 �土 �野外活動研修会 �13；00－ �勤労者体育セ ンターおよび 前広場 �社会教育係 �子ども会育成会員 21時終了予定 � 

7 �日 �婦人リーダー研修会 �9：00－ �中央公民館 �社会教育係 �鵡諾孟　i 

壮年体力　テ　スト �9：00－ �遠賀中学校 グラウンド �体　育　係 �擬苧畿欄査貝i 

9 �火 �乳　　児　　相　　談 � �役場保健室 �保健衛生係 �生後7－12カ月児i7ページ 

10 �水 �老　人　会　度　会 �9：30・－ �老人憩の家 �福　祉　係 �各地区老人クラブ会長 � 

11 �木 �心　配　ご　と　相　談 � �公民館別館 �福　祉　係 �莞難約諾無当 

12 �金 �地区公民館 　運営委員研修会 � �中央公民館 �社会教育係 �各地区公民館運営委員 �5ページ 

13 �土 �結核レン離れ者検診 � �公民館別館 �保健衛生係 �対象者でまだ受けていな い人 �7ページ 子ども全役貝研修会　⑤ �14：00－－ �中央公民館 �社会教育係 �籠詣読会鍛i 

盆　踊　り　講　習　会 �18：30－ �勤労者体育 センター �社会教育係 �20時30分終了予定　章一ジ 

15 �月 �乳　　児　　相　　談 � �役掲保健室 �保健衛生係 �生後3－6カ月児i7ページ 
少年ソフトボール、少女 �～117：00 �＜申込先＞ 勤労者体育 センター �体　育　係 �大会は7月28日 　　　　　i � 

昭
和
6
1
年
版

福
岡
県
民
手
帳
申
込
受
付
中

1
0
月
発
売
予
定

毎
年
好
評
を
博
し
て
い
ま
す
福
岡
県
民
手

帳
の
購
入
予
約
楽
を
始
め
ま
し
た
。

こ
の
手
帳
は
、
執
務
と
日
常
生
活
に
役
立

つ
最
近
の
資
料
を
収
録
し
て
あ
り
、
と
く
に

使
い
や
す
く
見
や
す
く
欒
し
て
あ
り
ま

す。▽
ペ
ー
ジ
数
　
三
（
四
ペ
↓
ン

▽
価
格
大
型
些
百
七
十
円

普
通
版
二
百
八
十
円

▽
内
容
　
七
閲
表
、
略
歴
表
、
民
俗
行
事

福
岡
県
の
シ
ン
ボ
ル
、
各
月
の

行
事
書
蓑
、
こ
よ
み
と
県
内

各
地
の
主
な
催
し
、
各
誼
読
計

浦
安
生
活
の
し
お
り
、
成
人
病

と
そ
の
健
環
管
理
、
交
通
霞

被
智
者
し
お
り
、
国
民
宿
舎
各

穂
、
万
年
歴
、
日
記
、
家
族
メ

モ
、
道
路
標
識
一
覧
表
な
ど
そ

の
他
多
数

▽
申
込
み
申
込
用
紙
を
区
長
、
燐
組
長
を

経
由
し
て
回
覧
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
隣
組
名
と
氏
名
、
大
小

種
別
、
冊
数
を
記
入
の
上
、
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。
代
金
は
手

帳
配
布
時
に
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
埋
完
役
場
企
画
調
整
課
企
画
調
整
係

鵡
（
2
9
3
）
1
2
3
4


